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１．企画概要



― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

１｜開催趣旨｜Purpose

本アカデミーは、「社会を構造ではなく関係性から再構築する」という理念のもとに構想された 
ソーシャルプラットフォーム構想（Social Platform）の実践型プロトタイプである。 

SPO（Social Platform Organization）が描くのは、制度でも市場でもない第三の社会基盤を、 
人と人との“あいだ”から立ち上げていく構想であり、 SPA（Social Platform Academy）はその思想を具体化し、検証し、
関係性を耕す場として試行される共育的プロセスモデルである。 

SPAは、SPOの中核をなす「問い・共鳴・継承」のサイクルを体験的に実装するための最初のフィールドであり、 
今後全国的に応用・展開されうるフォーマットの起点となる。



Social Platform Organizationの位置付け

Social Platform Academy in AIZU
― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

SPA（Social Platform Academy）は、SPO（Social Platform Organization）構想が掲げる「関係性による社会再構築」
という理念を、現場において具体的に体験・検証するプロトタイピングの場である。 
構想（SPO）と実装（地域社会）を接続する“関係性の実験装置”として設計され、個人の問いを起点に、人と人、地域と
地域、制度と生活をゆるやかに接続していくことを目指している。 

SPAは、SPOが提唱する“共鳴型社会”の原理を、3日間の共育的対話を通じて実感し、可視化し、持ち帰るプロセスに変換
する装置である。多様な地域や主体が集い、実践と思想、経験と問いが交差するなかで、“共に育つ学び”＝共育の場とし
て立ち上がっていく。 

SPAは、日本的な「縁側」的空間の思想──すなわち、内から見た外と、外から見た内が、ゆるやかに交差し、関与し合
う場──を現代的に再解釈し、共創と創発が自然に芽吹く関係の場＝めぶき場として設計されている。SPAは、思想と実
践の循環を耕し、未来の社会における「学び」と「つながり」のあり方を問い直す出発点である。



２｜コンセプト｜Concept

Social Platform Academy in AIZU
― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

SPA（Social Platform Academy）は、「話すため」でも「学ぶため」でもない。 
社会の構造そのものを編みなおすための、問いと関係性の実験場である。 
参加者一人ひとりが、自らの問いを持ち寄り、語り、聴き合い、内省を通じて言葉を紡ぎ、他者と交差するなかで、関係性を再構築していく。 

このプロセスは、実践者による語り（ケース発表）、多視点による拡張対話、 
そして参加者全員による内省と記述（SPAタイム）という三段構成によって設計されている。 
SPAタイムで言語化された「問い」や「気づき」は、デジタル上に投稿され、AIによる解析を通じて「集合意識」として可視化される。 
可視化された集合知は、再び対話の起点となり、学びと変容の循環を生み出していく。 

SPAは、「問い・つながり・言語化・可視化・プロトタイピング」という知の連鎖を通じて、 
人と人の“あいだ”を丁寧に編み直し、関係性そのものを社会資本として耕しなおす場である。 
これは一過性のイベントではない。問いを起点に、社会の未来を再設計する“もうひとつの学びのプロトタイプ”である。 

Talk. Trust. Transform. Dialogue makes society.
対話から共創へ。そして、関係から社会へ。



Social Platform Academy in AIZU
― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

項目 内容
イベント名 第1回 Social Platform Academy（SPA） in 会津若松

開催日程 2025年11月18日（火）13:00 ～ 11月20日（木）12:30（2泊3日）

会場 ヒューマンハブ天寧寺倉庫（HHT）

主催 Social Platform Organization（SPO）実行委員会

共催 本田屋本店（有）、（一社）前橋まちなかエージェンシー、（一社）dialogue

協力 日本通信株式会社、QON株式会社、

企画・運営 Social Platform Organization（SPO）実行委員会

対象者 地域実践者／自治体関係者／企業／研究者／NPO／学生／生活者ほか 
問いを持ち寄る意思のある全共鳴者（定員：50名程度）

参加費 無料（※現地までの交通費・宿泊費・食費の一部は各自負担）

アウトカム

　1.全国でまちづくりに取り組む実践者同士のつながり  
　2.参加者の問いの言語化と集合知の可視化 
　2. 地域実践の構造知化と接続可能性の発掘 
　3. SPAフォーマットのプロトタイピングと地方展開への可能性

イベント概要



3｜プログラム構成｜Program Structure（全体像）

Social Platform Academy in AIZU
― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Day 1｜問いをひらく｜11月18日（火） 
問いの「感覚的」共有と関係性の土壌づくり

時間帯 内容 意図

13:00‒14:00 開場・空間体験（HHTツアー・展示・語りの余白） 身体と空間を通じた初期接触・緊張のほぐし

14:00‒15:30 オープニングダイアログ｜「なぜいま、SPOか？」 SPO構想の思想的背景と現代性を共有

15:40‒18:00 ダイアログワークショップ SP構想の根幹をなす関係性の構築

18:00- 懇親会（自由参加） SP構想の根幹をなす関係性の構築



3｜プログラム構成｜Program Structure（全体像）

Social Platform Academy in AIZU
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Day 2｜共創を編む｜11月19日（水） 
問いの「構造的」深掘りと集合知の視覚化

時間帯 内容 意図

09:00‒09:30 朝のウォームアップ｜問いの再提示 昨日の「問い」を再確認し本日への集中へ

09:30‒11:30 Engawa dialogue； Session① 「うち」と「そと」とえんがわ

11:30‒13:00 昼食・自由交流・東山街歩き 余白と関係構築、感覚のリセット

13:00‒15:00 Engawa dialogue； Session② 「かん」と「みん」とえんがわ

15:00‒15:30 休憩・チルタイム（焚き火／屋外対話も可） SPAらしい時間軸の“抜け”設計

15:30‒17:30 Engawa dialogue； Session③ 「きおく」と「みらい」とえんがわ

17:30‒18:00 ギャザリング・自由対話（問いから話す時間） 誰と、何を、どこで語るかを自分で選ぶ

18:00‒21:00 ナイトセッション｜「音・風景・詩」の身体的対話＋リレートーク 言語と感覚の往復で総括を身体で受け止める



3｜プログラム構成｜Program Structure（全体像）

Social Platform Academy in AIZU
― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Day 3｜社会を耕す｜11月20日（木） 
問いの「未来的」編集と次の共創への接続

時間帯 内容 意図

09:00‒10:30 クロージングセッション｜「問いの地図」をともに描く 前日までの集合知と、自分の問いの現在地を可
視化

10:30‒11:30 種まきセッション｜「次の実験者をどう育てるか」 SPAローカル化や続編構想の種を場に開く

11:30‒12:30 自由対話＋軽昼食＋解散 “予定されざる偶然”の時間を残して閉じる



４｜協力団体

Social Platform Academy in AIZU
― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

団体名 内容

日本通信株式会社 協賛

クオン株式会社 現物協賛（ファンコミュニティクラウド）

株式会社関美工堂 会場提供／参加者向けお土産提供（NODATE）

有限会社本田屋本店 参加者向けお土産提供（米でいいの田゛／ポンせん）

株式会社SATORU 参加者向けお土産提供（花泉口万ドレッシング）

農業法人有限会社自然農法無の会 イベント内食品提供（お米／甘酒）

合同会社SCOP 参加者向けお土産提供（鍋敷き／箸置き）



２．実施概要



DAY１
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Social Platform Academy in AIZU

DAY１-１　オープニングダイアログ「なぜいまSPOなのか」
登壇者　谷川じゅんじ（スピーカー） 
　　　　島田由香（パネラー）、橋本薫（パネラー）、本田勝之助（ファシリテーター）

SPO / SPAとは何か：関係性による社会再構築の実験 
SPA（Social Platform Academy）およびその背景にあるSPO（Social Platform Organization）構想は、既存の社会システムや教育構造へのアンチテーゼであり、対話と共鳴を通じて新たな社会秩序を形成するための実験的プラットフォームであ
る。 
1. 基本定義：共鳴と社会実験の場 
SPAは、一般社団法人dialogueが主催する3日間の対話プログラムであり、単なる学びの場（セミナーやスクール）ではない。行政、民間企業、研究者など多様な背景を持つ人々が集い、「社会を構造ではなく、関係性から再構築できるのか」とい
う問いを体現するための「社会実験」である。 SPAはSPO構想の「プロトタイプ（試作品）」として位置づけられており、完成された解を提供するのではなく、失敗を許容しながら改善を繰り返すアジャイルなプロセスそのものを指す。 
2. 核心思想：構造から関係性へ 
SPO/SPAの根本には、現代社会における「手触り感の喪失」や「疎外」への対抗がある。 
• 構造ではなくプロセス： 社会を固定的な「構造」や制度として捉えるのではなく、ホワイトヘッドの過程哲学のように「関係性の動的な生成プロセス」として捉え直す。 
• メタファーとしてのメトロノーム： 32個のメトロノームが台の揺れによって自然と同期する物理実験を社会のメタファーとする。中央からの強制的な指令（トップダウン）がなくとも、対話や予期せぬ問いといった適度な「揺らぎ」があれば、
バラバラな個人の間に自発的な秩序（共鳴）が生まれるという思想に基づく。 
3. 運営設計：非対称性の解消と「共育」 
SPAの設計思想は、従来の教育システムにおける「教える／教えられる」という非対称な権力関係を否定する。 
• 全員が先生、全員が生徒： 参加者全員が教師であり、同時に生徒である「共育（きょういく）」の場と定義される。登壇者も参加者からの問いに学び、参加者もまた互いの経験から学ぶ対等な関係性が重視される。 
• 実践・編集・共有のサイクル： 「実践（Action）→編集（Reflection）→共有（Sharing）」のサイクルを高速で回すことで、知識を体系化し、新たなモデルを共創する。 
4. 空間と時間の設計：縁側と余白 
物理的な環境や時間の使い方も、SPO/SPAの重要な構成要素である。 
• 縁側（Engawa）の思想： 会場となる「ヒューマンハブ天寧寺倉庫」に象徴されるように、内と外の境界が曖昧な「縁側」のような空間設計を採用する。これにより、属性や役割を超えた偶発的な出会いや「越境」を促進する。 
• 予感と余韻： 厳密なカリキュラムよりも、余白のある時間を意図的に配置し、参加者が「予感」や「余韻」を感じられるよう設計されている。これにより、効率性（時計的時間）ではなく体験的な時間（持続）を重視する。 
5. 目的：関係性の資本化と「通電」 
最終的な目的は、単なるネットワークの拡大（名刺交換的な接続）ではなく、「関係性の質」を高めることにある。 
• 通電（Flow）： コンセントを挿すだけでなく、実際に電気が流れる「通電」した状態を目指す。共に悩み、行動することで初めて生まれる深い関与を重視する。 
• 社会関係資本の形成： 異なる背景を持つ人々をつなぐ「橋渡し型」の社会関係資本を形成し、それを将来的な協働やイノベーションの基盤（資本）とすることを目指す。 
以上のように、SPO/SPAとは、制度疲労を起こした現代社会において、人間的な「関係性」と「対話」を起点に、自律的かつ持続可能な社会秩序を再構築しようとする運動体であると言える。
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DAY１-１　オープニングダイアログ「なぜいまSPOなのか」
登壇者　谷川じゅんじ（スピーカー） 
　　　　島田由香（パネラー）、橋本薫（パネラー）、本田勝之助（ファシリテーター）
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Social Platform Academy in AIZU

DAY１-１　オープニングダイアログ「なぜいまSPOなのか」
登壇者　谷川じゅんじ（スピーカー） 
　　　　島田由香（パネラー）、橋本薫（パネラー）、本田勝之助（ファシリテーター）
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Social Platform Academy in AIZU

DAY１-２　ダイアログワークショップ

登壇者　島田由香（ファシリテーター）



― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

DAY１-２　ダイアログワークショップ

登壇者　島田由香（ファシリテーター）
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Social Platform Academy in AIZU

DAY１-３　懇親会



DAY２
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Social Platform Academy in AIZU

DAY２　Engawa dialogue

SPAには、全国でまちづくりに取り組む実践者が集まっています。 
しかし一言に「まちづくり」と言っても、どの地域にも通用する正しい答えはありません。 

地域が抱える課題は言語化すると同じ表現かもしれませんが、それぞれ似て非なるものであり、 
その地域で活動する上で関わってくるステークホルダーも、組織は似ていても決して同じ人間はいません。 
実践者は、自分たちでその課題と向き合い、その解決に向けて答えを模索していくのです。 

SPAでは、各自の直面する課題の糸口を見つけるために、「ENGAWA（縁側） dialogue」を実践します。 
家の中と外がゆるく混じり合う「中庸」の場としての縁側。 

３つのテーマごとに、２つの異なる視点とその間の縁側を考えながら、 
各地域が直面する課題を個人が立体的に捉えることで、これまで見えていなかった糸口が見つかるかもしれません。
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Social Platform Academy in AIZU

ENGAWA dialogue のテーマ

Session１　「うち」と「そと」とえんがわ

Session２　「みん」と「かん」とえんがわ

Session３　「きおく」と「みらい」とえんがわ

•コロナ禍を経て、都市と地域の間のヒトモノコトの流動性や関心が高まってきている。 
•まちづくりに必要な”巻き込み力”とは。そして都市部人材は何を目指して地域に越境するのか。

•各地域の課題は深刻化しており、関係者が一体で課題と対峙していかなければいけない状況。 
•公共の役割とは。民間の役割とは。まちづくりに向けた連携の在り方とは。

•日本の各地で息づく地域資源やその中で形成された文化の価値を再定義する。 
•そのために未来に継承するためにいまできることとは。未来に活用すべき手段とは。
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Social Platform Academy in AIZU

ENGAWA dialogue の時間の過ごし方

Part１　実践者からの話題提供（15分×２）

Part２　話題に対するパネルディスカッション（１時間）

Part３　デジタルグラレコによるセッションの可視化（10分）

• 立場の異なる２名の話者から自身の実践内容を発表 
• その中での「共通点」と「違い」を通して、テーマを立体的に捉える

• Part1の内容や設定されたテーマに対して、双方の立場を意識しながら深掘りする 
• 答えを探すのではなく、問いを参加者に投げかけ続ける。

• Part１～２の内容を可視化されたグラレコを利用しながらパネラーと振り返る 
• 自分の視点だけでなく他者の視点を意識することでPart４の内省の深度を高める

Part４　個人単位での自己対話と言語化（20分）
• 自分のまちづくりで直面する課題に対して解決策の仮説を立てる 
• 問いと仮説を繰り返しながら言語化のプロセスを回し、それを集合知のかけらにする



9

集合意識を可視化する ～生活者の思考をAIが構造化～

共起モデル＝ユーザーの物語の背景

コミュニティに生じる大量の対話データを、共起アルゴリズムが読み込みます。
それぞれの発言に含まれる単語と単語の出現頻度を計算し、意味内容の距離に置き換えて、

コメントに含まれるキーワードの共起構造から人の背景を描写できます。

「私」というキーワードから「好き」
「好き」から「思い出」
「思い出」から「学生」「チョコ」
「チョコ」から「中学生」「バレンタイン」「手作り」という言葉が語られている

好き

笑 愛

私

思い出

中学生

チョコ バレンタイン お返し 義理チョコ

手作り
家 一人

学生

• カテゴリ（世代・関心・利用状況 等）別にどのように語られているのかを紐解く（生活・価値観の背景）



参考）共起分析の読み解き方

トライブ（グループ）ごとの特徴（異なる点、共通点）を確認していくことで、
その差異を浮き彫りにしていきます。

❶上位概念である第一階
層、第二階層にはどんな
単語が出現しているのか

➋縦に開きの大きな単
語（共感の起点となる
単語）は何か

❸長く続いている単語のつ
ながりからはどのようなス
トーリーがあるのか

10



― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

DAY２-１　Engawa dialogue； Session①　「うち」と「そと」とえんがわ
登壇者　株式会社風と土と　阿部裕志　／　一般社団法人越境イニシアチブ　原田未来 
　　　　島田由香（ファシリテーター）／　柳川舞（パネラー）　／　児浦良裕（パネラー）
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Social Platform Academy in AIZU

DAY２-１　Engawa dialogue； Session①　「うち」と「そと」とえんがわ
登壇者　株式会社風と土と　阿部裕志　／　一般社団法人越境イニシアチブ　原田未来 
　　　　島田由香（ファシリテーター）／　柳川舞（パネラー）　／　児浦良裕（パネラー）

海士町（島根県隠岐諸島）で地域づくりに取り組む阿部裕志氏は、トヨタ自動車のエンジニアから人口2,300人の離島へ移住
した経験を基に、「風の人（よそ者）」と「土の人（地元民）」が織りなす「風土」の概念を提示した。海士町では「ないも
のはない（なくてもいい、大事なものはすべてある）」という哲学のもと、外部との交流を生存戦略として掲げている。阿部
氏は、風と土は対立するのではなく、土があるから風が吹き、風が吹くから土が肥えるという補完関係にあると強調した。 
具体的な事業として、企業の幹部候補を島に派遣する研修「SHIMA-NAGASHI（島流し）」を紹介した。参加者は、都市の
論理から離れ、素潜り漁や農作業といった身体的な実践を通じて「自分は何がしたいのか」という根源的な問い（センスメイ
キング）に向き合う。また、阿部氏は資本主義的な等価交換の限界を指摘し、贈与と返礼による「終わらない交換」こそが信
頼（関係資本）を育むと説いた。金銭で完結させず、恩や負債を循環させることで、内と外の境界を超えた持続的な関係性が
構築されるという視座を示した。



― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

DAY２-１　Engawa dialogue； Session①　「うち」と「そと」とえんがわ
登壇者　株式会社風と土と　阿部裕志　／　一般社団法人越境イニシアチブ　原田未来 
　　　　島田由香（ファシリテーター）／　柳川舞（パネラー）　／　児浦良裕（パネラー）

一般社団法人越境イニシアチブの原田未来氏は、大企業人材が一定期間ベンチャー企業で働く「レンタル移籍」の仕組みを通
じ、「越境学習」の重要性を論じた。原田氏は、自身の転職経験から「隣の芝生は青いと思って飛び出したが、実は自分の芝
生も青かった」と気づいた経緯を語り、完全に環境を変える転職ではなく、ホーム（自社）とアウェー（社外）を往復する
「行ったり来たり」の運動こそが学びの本質であると定義した。 
この越境プロセスにおいて、個人は「会社の看板」が通用しない環境で葛藤し、正解のない問いに対して意思決定する力を養
う。これはVUCA時代に必要な「ネガティブ・ケイパビリティ（不確実性に耐える力）」の獲得につながる。また、原田氏は
海士町の「見送り」文化に触れ、送り出す瞬間に「また来てね（おかえり）」というメッセージが含まれていることが、よそ
者に「複数のホーム」を持つ感覚を与えると指摘した。組織や地域の流動性を高めるには、こうした「戻ってくることを前提
とした越境」を許容する文化設計が不可欠であると結論づけた。 



― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

DAY２-１　Engawa dialogue； Session①　「うち」と「そと」とえんがわ
登壇者　株式会社風と土と　阿部裕志　／　一般社団法人越境イニシアチブ　原田未来 
　　　　島田由香（ファシリテーター）／　柳川舞（パネラー）　／　児浦良裕（パネラー）



― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

DAY２-１　Engawa dialogue； Session①　「うち」と「そと」とえんがわ
登壇者　株式会社風と土と　阿部裕志　／　一般社団法人越境イニシアチブ　原田未来 
　　　　島田由香（ファシリテーター）／　柳川舞（パネラー）　／　児浦良裕（パネラー）

後半の討議では、ファシリテーターの島田由香氏の実践を交え、内と外をつなぐ「縁側」の機能が議論された。島田氏は、ウェ
ルビーイングを高めるPERMA理論の実践として「梅収穫研修」を紹介し、五感をフル活用する身体的体験が「フロー状態」
を生み出し、創造性を高めるメカニズムを解説した。 
議論の中で、言葉によるコミュニケーション（言語知）の手前に、歌や作業を通じた「身体的共鳴（身体知）」があることが
確認された。阿部氏はフリーダイビングの経験から「深く潜るには脱力が必要であり、内側に深く潜ることで、より遠く
（外）へ浮上できる」という隠喩を提示した。これは、自己の内面（内）への沈潜こそが、他者や社会（外）への越境を可能
にするという逆説的な真理を示している。最終的に「縁側」とは、物理的な場所にとどまらず、異なる背景を持つ他者と体験
を共有し、共に未来の風景を眺める「第二者」的な関係性を築くための方法論であると総括された。





クオン株式会社による「参加者の内省」分析
話題分類【Session1 「うち」と「そと」とえんがわ：気づき】

Session1を通して、気づいたことや感じたことを自由にご記入ください。（n=21）

境界と越境
(うち・そと・えんがわ)

風・土・水

身体性と内省 交流そのものの大切さ



クオン株式会社による「参加者の内省」分析

実際のコメント【Session1 「うち」と「そと」とえんがわ：気づき】

境界と越境
（うち・そと・えんがわ）

うちとそとをつなぐえんがわ的な
ものは無数に存在している。

自分が今いる環境、街の「う
ち」「そと」「えんがわ」はど
こになっているのか話し合って
みるのも必要だと思った

今後、各地域での「えんが
わ」をつくりたい。自分に
とっての「えんがわ」は温
泉だと気づいた

境目の引き方がアイデンティティを定義
するものだと思っており、この線引きが
そもそも問題の根源になっている場合は、
境そのものを再考する必要があるのでは
ないかと思いました。

自分のウチと深くつながると、
ソト（次なる道）が勝手に
やってくる。その余白を整え
るのがエンガワ。 



クオン株式会社による「参加者の内省」分析

風・土・水

実際のコメント【Session1 「うち」と「そと」とえんがわ：気づき】

風と土と水。まさに「水」
の存在が大事だと思った。
それがまさに「えんがわ」
であるのかな。

内と外というと壁ができるイ
メージだが、風と土というと
共に風土を作っていく。

風と土と水の考え方が
しっくり。それぞれを皆
が関わっている。

内容に関しては、水の人とい
う話は興味深かったです。



クオン株式会社による「参加者の内省」分析

実際のコメント【Session1 「うち」と「そと」とえんがわ：気づき】

身体性と内省

自分と向き合う時間や、越境する事での身
体知の学習が絶対的に足りていない。自分
の考えを言語化する機会もなければ、経営
観を水に例えるような、経験や余裕が足り
ていない。 ・他者に気を遣うのに、自分
や他社の内面への興味が少ないのか。

身体知 五感で感じる、内省し、言葉
にし、インスピレーション 皮膚を拡
張する(境界線の拡張)=共感 自分とつ
ながる五感やアート

感性や思考、その他たくさん
あって、行き来の仕方は人そ
れぞれだが、誰でもできて、
誰でもなれると思った。

自分とつながる、って
ことなんだ！

直近、もっと「自分自身、自分の感覚を大事にせね
ば」と思い、自分の大好きな場所にいったりして
「感覚」を取り戻そうとしていたところでした。 そ
ういった状況の中で「身体知」のことや、「自分と
繋がって、初めて自分の問題と向き合える」という
ことなど、納得感があったし、より自分を大事にし
ていこうと思えた。



クオン株式会社による「参加者の内省」分析
実際のコメント【Session1 「うち」と「そと」とえんがわ：気づき】

交流そのものの大切さ

交流は手段ではなく目的というのが、
なるほどと思った。今後は積極的にい
ろんな人と交流しようとあらためて
思った。

交流は手段でなく、目的でも
よい。個人的にはパンチライ
ンでした。

昨日からここまでの流れで、
共振・共鳴が起きつつあるこ
とを実感した。

風土の成り立ちは、関心、関与、交流、
共感を経て、共通項探しの連続、連続す
る対話と連続する恩渡しの相互作用でで
きあがるものなのかも ・交流の良い入り
口は共通項を探すこと、それが深ければ
深いほど交流が深くなるんだと思う 



クオン株式会社による「参加者の内省」分析
話題分類の割合【Session1 「うち」と「そと」とえんがわ：気づき】

Session1を通して、気づいたことや感じたことを自由にご記入ください。（n=21）

境界と越境
(うち・そと・えんがわ)

54.2％
風・土・水

37.5％

身体性と内省

33.3％

交流そのものの大切さ

20.8％



クオン株式会社による「参加者の内省」分析
話題分類【Session1 「うち」と「そと」とえんがわ：気づき】

54.2%

37.5%

33.3%

20.8%

50.0%

50.0%

50.0%

20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

境界と越境（うち・そと・えんがわ）

風・土・水

身体性と内省

交流そのものの大切さ

全体(n=21)

「このセッションや内省を通
して、自分の行動を変えよう
と思いましたか？」について
「非常にそう思う」と回答し
た方のみ(n=9)



― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

DAY２-２　Engawa dialogue； Session②　「かん」と「みん」とえんがわ
登壇者　NPO法人ムラツムギ　田中佑典　／　前橋デザインコミッション　宇留賀敬一 
　　　　本田勝之助（ファシリテーター）／　海老原誠一（パネラー）　／　村上敬亮（パネラー）



― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

DAY２-２　Engawa dialogue； Session②　「かん」と「みん」とえんがわ
登壇者　NPO法人ムラツムギ　田中佑典　／　前橋デザインコミッション　宇留賀敬一 
　　　　本田勝之助（ファシリテーター）／　海老原誠一（パネラー）　／　村上敬亮（パネラー）

総務省およびNPO法人ムラツムギの田中佑典氏は、人口減少が極限まで進行した地域における「撤退戦」のあり方を提起し
た。田中氏の実家がある奈良県大塔村は、1955年のピーク時から人口が激減し、現在は201人、14歳以下の子どもがゼロとい
う「消滅」の危機に瀕している。田中氏は、こうした地域において無理な成長や存続を目指すのではなく、人口規模に見合っ
た形へ軟着陸させる「村の終活」を提唱した。これは、死生学や緩和ケアの思想を地域づくりに応用し、消えゆく集落の苦痛
（重荷）を分かち合う実践である。 
具体的な手法として、田中氏は住民に対し「10年後の人口で今の活動を維持できるか」「何を守り、何を手放すか」を徹底的
に問いかける対話を紹介した。このプロセスでは、祭りの存続などを巡り住民間で激しい葛藤や対立が生じるが、それを避け
ては通れない通過儀礼としている。また、維持困難となった銭湯やダムの歴史を「記憶」として記録に残すライフヒストリー
の編纂事業を紹介し、物理的な場所が失われても、その意味を継承することで当事者の精神的ケアにつながると報告した。さ
らに、獣害（熊問題）への対処として、京都北部での事例を挙げ、守るべき農地と自然に還す領域の境界線（ゾーニング）を
引き直す「戦略的縮小」の重要性を説いた。



― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

DAY２-２　Engawa dialogue； Session②　「かん」と「みん」とえんがわ
登壇者　NPO法人ムラツムギ　田中佑典　／　前橋デザインコミッション　宇留賀敬一 
　　　　本田勝之助（ファシリテーター）／　海老原誠一（パネラー）　／　村上敬亮（パネラー）

前群馬県副知事の宇留賀敬一氏は、2015年頃の地方創生交付金制度設計の経験から、従来の「補助金によるバラマキ」や「行
政主導のまちづくり」の限界を指摘した。行政主導では持続可能な収益モデルが構築できず、民間活力を削ぐ結果になりがち
であるとの反省から、群馬県副知事時代には徹底した「民間主導・行政支援」のモデル転換を断行した。 
象徴的な事例として「群馬フラワーパーク」の再生が挙げられた。従来、県が年間1.7億円の指定管理費を負担していた赤字施
設に対し、廃止も辞さない姿勢で見直しを行った結果、民間企業から「指定管理費ゼロ」での運営提案を引き出すことに成功
した。これにより、20年間で約40億円の財政改善を実現しつつ、浮いた予算を前向きな設備投資（イノベーション）へと転換
させた。 
また、赤城山の活性化プロジェクトにおいては、「規制緩和」ではなく、あえて「規制強化」を行う逆転の発想を提示した。
イエローストーン国立公園の事例を参考に、エリアを自然公園として厳格に指定し、無秩序な開発を抑制したのである。この
「強い規制」が逆に環境価値を担保することとなり、スノーピークなどの優良企業の誘致や、長期的なブランド価値の向上に
成功した。宇留賀氏は、行政の最大の武器は予算ではなく、こうした「規制権限」と「時間軸のデザイン」にあると結論づけ
た。



― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

DAY２-２　Engawa dialogue； Session②　「かん」と「みん」とえんがわ
登壇者　NPO法人ムラツムギ　田中佑典　／　前橋デザインコミッション　宇留賀敬一 
　　　　本田勝之助（ファシリテーター）／　海老原誠一（パネラー）　／　村上敬亮（パネラー）



― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

DAY２-２　Engawa dialogue； Session②　「かん」と「みん」とえんがわ
登壇者　NPO法人ムラツムギ　田中佑典　／　前橋デザインコミッション　宇留賀敬一 
　　　　本田勝之助（ファシリテーター）／　海老原誠一（パネラー）　／　村上敬亮（パネラー）

後半の討議では、会津若松市でのスマートシティ推進役である海老原氏、デジタル庁の村上氏を交え、官・民・地域が重なり
合う領域（コモンズ）をいかに機能させるかが議論された。 
田中氏は、群馬県での鉄道協議会の失敗事例を共有した。鉄道という公共財（コモンズ）を守る議論において、民間事業者は
自社の利益や雇用維持を最優先し、地域住民は「行政が何とかするだろう」と当事者意識を持てず、三者の「シェアドインタ
レスト（共有利益）」を形成することの困難さが浮き彫りとなった。 
これに対し村上氏は、合意形成の罠に陥らないための「七人の侍」戦略を提示した。最初から全員の合意を得ようとするので
はなく、本気でコミットする少数の実践者（侍）を見つけ、彼らと共に小さな成功事例を作ることで、後から周囲が追随する
状況（ティッピングポイント）を作るべきだと主張した。 
議論の総括として、ファシリテーターの本田氏は、新しい公共の場としての「縁側」の定義を行った。従来の会議のような、
互いに向き合い交渉する「対面（第一者と第三者）」の関係ではなく、縁側に並んで座り、同じ庭（未来や風景）を眺める「横
並び（第二者）」の関係性こそが必要であると提起された。互いの利害を調整するのではなく、官民地域が同じ方向を見つめ
る「縁側」のような場を設けることが、縮小社会における合意形成とコモンズ再生の鍵であるとの認識で一致した。





クオン株式会社による「参加者の内省」分析
話題分類【Session2 「みん」と「かん」とえんがわ：気づき】

Session2を通して、気づいたことや感じたことを自由にご記入ください。（n=31）

セクターを超える 市民の巻き込み

風景の共有、北極星 自己理解



クオン株式会社による「参加者の内省」分析
話題分類【Session2 「みん」と「かん」とえんがわ：気づき】

Session2を通して、気づいたことや感じたことを自由にご記入ください。（n=31）

セクターを超える 市民の巻き込み

風景の共有、北極星 自己理解

こうしてくれるならやるで
はなく、こうするから一緒
にやろう。

自分で自分を言語化できない。
言語化し合う信頼できる人間関
係の大事さ

市民を入れた3者で考えること
が必要なんだと気付いた。

でも、一線でやって色々わかっている
からこそ、セクターの壁ありきである
ことをよく感じているし、その壁をど
う突破するのかをよく考え行動してい
るんだろうと感じた。

官民連携で「民」の役割は
「まちを前に進めること」

内と外とその間、自分はずっと
その辺りに居続けて来た人生だ
と思いました。

「北極星を一緒に見ること」「孫のこと
を考えること」「同じ風景を発見するこ
と」も全て想像から始まるストーリーだ
と思った。

官と民が同じ方向を向く場づくり、
が自分の重要なミッションである
と改めて実感しました。

官と民だけではなく「地域（暮らし
手）」をどう物語の中心に戻すかの
難しさがくっきりした。 

官、民、市民の月火水
木金を揃える。

縁側についての理解が深まり、
越境人として地方創生に関わ
る自分なりのミッションが描
けたように思う。

えんがわで同じ風景
感をみることが大事。



クオン株式会社による「参加者の内省」分析
話題分類の割合【Session2 「みん」と「かん」とえんがわ：気づき】

Session2を通して、気づいたことや感じたことを自由にご記入ください。（n=31）

セクターを超える

38.7％
市民の巻き込み

25.8 ％

風景の共有、北極星

38.7％

自己理解

19.4 ％



クオン株式会社による「参加者の内省」分析

話題分類【Session2 「みん」と「かん」とえんがわ：気づき】

38.7%

25.8%

38.7%

19.4%

22.2%

33.3%

66.7%

22.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

セクターを超える

市民の巻き込み

風景の共有、北極星

自己理解

全体(n=31)

「このセッションや内省を通し
て、自分の行動を変えようと思
いましたか？」について「非常
にそう思う」と回答した方のみ
(n=9)



― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

DAY２-３　ダイアログセッション

登壇者　島田由香（ファシリテーター）



― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

DAY２-４　Engawa dialogue； Session③　「きおく」と「みらい」とえんがわ
登壇者　相馬行胤　／　株式会社QON　武田隆 
　　　　谷川じゅんじ（ファシリテーター）／　國領二郎（パネラー）　／　橋本薫（パネラー）



― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

DAY２-４　Engawa dialogue； Session③　「きおく」と「みらい」とえんがわ
登壇者　相馬行胤　／　株式会社QON　武田隆 
　　　　谷川じゅんじ（ファシリテーター）／　國領二郎（パネラー）　／　橋本薫（パネラー）

相馬中村藩第34代当主の相馬行胤氏は、700年続く家系の歴史と2011年の原発事故という重層的な「記憶」を背負いなが
ら、福島県浪江町への帰還と再生の実践を報告した。相馬氏は、自身と同じ「道胤」という名を持つ過去の当主が天明の飢饉
という国難に直面した歴史的符合に触れ、災害を運命として受け入れつつ、先人の知恵を現代の技術で螺旋的に発展させる覚
悟を示した。 
現在取り組んでいる「ノーマの谷」プロジェクトでは、相馬野馬追に代表される伝統的文化（アナログ/熱量）と、NFTやDAO
といったWeb3技術（デジタル）の融合を試みている。相馬氏は、現代における「侍」の役割について、かつてのような武力
による支配者ではなく、「ヘルメットとスコップを持ち、いざという時に被災地を救う存在」であると再定義した。 
また、コミュニティ論においては、それをゴールとするのではなく、あくまで「きっかけ」と捉える視座を提示した。入り口
としてのコミュニティを経て、参加者が「ファン」や「家族」のような濃い関係性へと深化していくプロセスこそが重要であ
り、過去の教訓を未来の繁栄へとつなぐための「縁側」的合議の必要性を訴えた。



― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

DAY２-４　Engawa dialogue； Session③　「きおく」と「みらい」とえんがわ
登壇者　相馬行胤　／　株式会社QON　武田隆 
　　　　谷川じゅんじ（ファシリテーター）／　國領二郎（パネラー）　／　橋本薫（パネラー）

クオン株式会社の武田隆氏は、25年以上にわたるオンラインコミュニティ運営のデータと知見に基づき、SNSとコミュニティ
の構造的相違とその効用について解説した。SNSが「発信者と受信者」という非対称な一対多モデル（ブロードキャスト）で
あるのに対し、コミュニティは参加者同士が横につながる「車座」の関係性であると定義した。この構造内では心理的安全性
が担保されやすく、実際にうつ症状のスコアが半減するといったピアサポート効果が実証されている。 
運営の要諦として、武田氏は「目玉焼きモデル」を提唱した。これは、熱量の高いコアファン（黄身）だけでは閉鎖的な「た
こつぼ化」を招くため、ライトな参加者層（白身）を意図的に共存させる設計思想である。また、ユーザーの定着には、物品
提供などの外発的な「物的リワード」ではなく、他者からの承認や共感といった内発的な「心的リワード」が不可欠であると
指摘した。 
さらに、コミュニティの健全性を保つためには、声の大きなインフルエンサーではなく、静かに対話を促進するハブユーザー
の存在が重要であり、現代ではAIによるファシリテーションやデータマイニングによる「関係性の見える化」がその質を担保
する鍵になると論じた。



― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

DAY２-４　Engawa dialogue； Session③　「きおく」と「みらい」とえんがわ
登壇者　相馬行胤　／　株式会社QON　武田隆 
　　　　谷川じゅんじ（ファシリテーター）／　國領二郎（パネラー）　／　橋本薫（パネラー）



― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

DAY２-４　Engawa dialogue； Session③　「きおく」と「みらい」とえんがわ
登壇者　相馬行胤　／　株式会社QON　武田隆 
　　　　谷川じゅんじ（ファシリテーター）／　國領二郎（パネラー）　／　橋本薫（パネラー）

後半の討議では、スペースコンポーザーの谷川じゅんじ氏の実践と、慶應義塾大学名誉教授の國領二郎氏の理論を交え、コ
ミュニティの質がいかに空間と経済を変容させるかが検討された。 
谷川氏は、国立競技場でのアイドルグループ「Snow Man」の公演事例を紹介した。周辺住民による「騒音問題」の本質が、
物理的な音量ではなく心理的な「関与度（自分事化）」の欠如にあると分析し、商店街のフラッグジャックや地元神社への奉
納を通じて、地域住民を当事者として巻き込む空間演出（スペースコンポーズ）を展開した。その結果、地域全体が祝祭空間
（リミナリティ）へと変容し、騒音が許容されるだけでなく、経済的な相乗効果（正の外部性）を生むことに成功した。 
國領氏はこれを理論的に裏付け、デジタル技術によって経済活動や人間関係が可視化される「見える化する経済」の視点から
解説した。特に、ネットワーク理論における「薄い関係（弱いつながり）」と「濃い関係」を対立させるのではなく、動的に
共存させることがコミュニティのダイナミズムを生むと論じた。結論として、歴史の記憶と未来の技術、そして地域と来訪者
が交差する「縁側」のような場を意図的に設計することこそが、未来を拓く鍵であるとの認識で一致した。





クオン株式会社による「参加者の内省」分析
話題分類【Session3 「きおく」と「みらい」とえんがわ：気づき】

Session3を通して、気づいたことや感じたことを自由にご記入ください。（n=26）
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クオン株式会社による「参加者の内省」分析

話題分類【Session3 「きおく」と「みらい」とえんがわ：気づき】

Session3を通して、気づいたことや感じたことを自由にご記入ください。（n=26）

コミュニティデザイン
コミュニティの

存在価値

記憶と未来
アナログとデジタル

殿

ファン育成をしてコミュニ
ティを育む

殿と馬に関わり合いが生まれる可能性が自分に
生まれるなんて素晴らしい。夢をカタチにでき
るワクワクなパワーを感じた。

・事業者にとっては忙しいからこそオンラインコ
ミュニティを通して手触り感を得ることができる
・コミュニティの本質はマズローの5段階欲求の中
における所属感を高める要素になるコミュニティの構築の仕方、広げ方。

共通イメージの言語化って必要？それ
それを一旦深めてみようかな。

コミュニティの作り方やそれを取り巻く環境や関連性、その先
の展開をどうイメージするかが大事でそれにはファクトや他事
例というところから様々なヒントを得る必要がある。

殿の話から立ち上がってきたのは、 700年分の「重い
記憶」（相馬藩、野馬追、飢饉、戦、原発）を背負い
ながら、 それでもなお、もう一度「千年先に続く風
景」をつくろうとしている身体感覚でした。 

きおくとみらいというテーマについて垣
根を越えて、きおくを未来に守るために
テクノロジーが必要である。

デジタルとアナログの両軸で、ポジ
ティブに同じ方向を見ることが大事

コミュニティ同志がつながって連携すること
で相互シナジー（回遊によるロイヤルティ
UPなど）を創出することができる。

コミュニティは人間がつながるた
めの口実、道具、今回でいうえん
がわになるのではないか。

いざという時に「殿」がいる
のは強いですね！

・過去も未来も繋げることができる、
出会いの場にもなる。同じ記憶を共有
できる話が増える

コミュニティの概念自体が抽象的な中で、コミュ
ニティをつくることがなぜいいのか、について言
語化、具体化することが必要に感じた。



クオン株式会社による「参加者の内省」分析
話題分類の割合【Session3 「きおく」と「みらい」とえんがわ：気づき】

Session3を通して、気づいたことや感じたことを自由にご記入ください。（n=26）

コミュニティデザイン

33.3％

コミュニティの
存在価値

33.3％

記憶と未来
アナログとデジタル

37.5％

殿

16.7％



クオン株式会社による「参加者の内省」分析
話題分類【Session3 「きおく」と「みらい」とえんがわ：気づき】
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全体(n=26)

「このセッションや内省を通し
て、自分の行動を変えようと思
いましたか？」について「非常
にそう思う」と回答した方のみ
(n=14)



― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

DAY２-５　懇親会



DAY３



― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

DAY３-１　クロージングセッション

登壇者　島田由香（ファシリテーター）











― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

DAY３-２　種まきセッション

登壇者　谷川じゅんじ（ファシリテーター）　／　株式会社クオン　八木優希



― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

DAY３-２　種まきセッション

登壇者　谷川じゅんじ（ファシリテーター）　／　株式会社クオン　八木優希

一般社団法人dialogueの谷川じゅんじ氏は、データ分析の結果を受け、これからの社会変革のフレームワークと心構えについ
て総括を行った。 
• CSV × SPOによる社会OSの更新： 谷川氏は、企業が事業を通じて社会価値を生む「CSV（Creating Shared Value）」と、
人と人の関係性から社会基盤を立ち上げる「SPO（Social Platform Organization）」の掛け合わせを提唱した。企業の持
つリソース（資金・規模）と、コミュニティの持つ関係性（信頼・熱量）を融合させることで、既存の機能を維持したまま
社会のシステムをバージョンアップする「社会のOSのアップデート」が可能になると論じた。 
• 「ぬか床」としてのプラットフォーム： 前橋市での実践（MAEP）を例に、地域づくりを「ぬか床」に例えた。多様な微生
物（市民・企業・行政）が混ざり合い、時間をかけて発酵することで旨味（価値）が出るように、議論や活動が熟成される
「場」を設計する必要性を説いた。 
• 山登りから「波乗り」へ： 不確実なVUCA時代における戦略として、ルートを決めて頂上を目指す「山登り」型から、環境
の変化（波）を読み、周囲と調和しながらその力に乗る「波乗り（ライディング）」型への転換を提示した。



― 共鳴からはじまる、社会を耕す共育の場 ―

Social Platform Academy in AIZU

DAY３-２　種まきセッション

登壇者　谷川じゅんじ（ファシリテーター）　／　株式会社クオン　八木優希

後半の討議では、スペースコンポーザーの谷川じゅんじ氏の実践と、慶應義塾大学名誉教授の國領二郎氏の理論を交え、コ
ミュニティの質がいかに空間と経済を変容させるかが検討された。 
谷川氏は、国立競技場でのアイドルグループ「Snow Man」の公演事例を紹介した。周辺住民による「騒音問題」の本質が、
物理的な音量ではなく心理的な「関与度（自分事化）」の欠如にあると分析し、商店街のフラッグジャックや地元神社への奉
納を通じて、地域住民を当事者として巻き込む空間演出（スペースコンポーズ）を展開した。その結果、地域全体が祝祭空間
（リミナリティ）へと変容し、騒音が許容されるだけでなく、経済的な相乗効果（正の外部性）を生むことに成功した。 
國領氏はこれを理論的に裏付け、デジタル技術によって経済活動や人間関係が可視化される「見える化する経済」の視点から
解説した。特に、ネットワーク理論における「薄い関係（弱いつながり）」と「濃い関係」を対立させるのではなく、動的に
共存させることがコミュニティのダイナミズムを生むと論じた。結論として、歴史の記憶と未来の技術、そして地域と来訪者
が交差する「縁側」のような場を意図的に設計することこそが、未来を拓く鍵であるとの認識で一致した。
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Social Platform Academy in KOBE 
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Coworking Space of the Year 2024

FRAMEの「コワーキングスペース オブ ザ イヤー
2024」を受賞。地域の廃材を用いた製品作り等、
地域と連携した取り組み、そして伝統工芸の振興
と持続可能な地域社会の発展への貢献が評価され
ました。

Award

https://frameweb.com/project/human-hub-tenneiji-soko

CO-WORKING SPACE • SHORTLISTED - CO-WORKING SPACE OF THE YEAR
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  meme nippon project  
「第一章『薬師寺ひかり響夜 -inori-』～歌舞伎と灯りと響きの夕べ～」  
  https://vimeo.com/741839792

UCLA Department of Physics & Astronomy「Spontaneous Synchronization」
https://demoweb.physics.ucla.edu/content/160-spontaneous-synchronization
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目　的：会社の利益を上げながら、社会の問題も解決すること。 
事　例：環境に優しい製品を作ることで、売り上げを伸ばしつつ、地球の環境も守る。 
活　動：ビジネスの一部として、長期的に続けられる。 
ゴール：会社の利益と社会への貢献を同時に達成すること。

目　的：困っている人や環境を助けることがメインで、報酬はもらわない。 
事　例：地域の清掃活動に参加したり、募金を集めたりすること。 
活　動：個人や団体が自主的に行う。短期的な場合も多い。 
ゴール：社会に貢献することが目的で、利益を追求しない。

CSV（共有価値の創造）ボランティア
目　的：企業が社会や環境に対して責任を持ち、持続可能な発展に貢献すること。 
事　例：大手企業が再生可能エネルギーを導入し、環境負荷を削減する。 
活　動：ボランティア活動の奨励や地域社会への寄付を行う。 
ゴール：企業の信頼性向上と社会全体の福祉向上を実現すること。

CSR（企業の社会的責任）

ボランティア CSV CSR
目　的 社会貢献がメイン 企業の利益と社会的価値の同時創出 社会や環境に貢献
活　動 個人・団体の自主活動 事業を通じた社会課題の解決 環境保護、地域支援、従業員福利の向上
報　酬 基本的に無報酬 経済的利益と社会的評価 ブランドイメージ向上、顧客信頼獲得
期　間 短期の活動が多い 長期的に続けやすい 行政機関と連携

Whats CSV?
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SPO × CSV

社会OSと企業OSの統合
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分断・孤立・断絶。
単独では解けない課題が増えている。

問題の本質

壊れているのは“関係の質”
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CSVとは何か

CSV＝社会価値 × 企業価値 
を同時に生む経営OS
企業が社会課題を事業で解くための 
“価値創造モデル”
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対話・共感・共創・知の循環により 
社会の「縁側」をつくる構造。

SPOとは何か

SPO＝関係性を耕す社会OS
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レイヤーが違うからこそ、補完し合う。

CSV＝価値を生むOS
SPO＝関係を生むOS

原理の違い
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SPO 
関係性を耕す

二つの役割分担

CSV 
価値を生む

住民 
参加

産業 
づくり

対話 共感 信頼

文脈

事業化 投資 スケール

収益 
還元
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SPOが“関係の土壌”をつくり
CSVが“経済の果実”を育てる

相互補完モデル

この二輪が揃ってはじめて持続性が生まれる。
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MAEP＝自律自走の中核プラットフォーム
民間企業｜大学｜専門家｜市民｜クリエイター｜地元企業など  

 「共創・対話・提案・実験」のエンジン               

行政サポート層
県・市・関係省庁 

制度支援・リソース伴走

パブリックスタンス層
推進協議会・地域住民・自治会  
意見共有・対話・可視化の場

参加・実感・知恵の吸収 制度連携・合意形成支援

MAEPの立ち位置：制度・市民・現場をつなぐ中間支点
まえばしENGAWAプラットフォーム
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SPO  
↓

CSV  
↓  

SPO 
の循環

まえばしENGAWA 
プラットフォーム

縁側的空間
伝統的な縁側の
概念を現代都市
に再生する

民間主導 
の推進

住まう人たちが 
主体となって、 
自律的に運営される

進化型 
パブリックコメント

市民が都市の創造に 
積極的に参加できる 
仕組みづくり

都市の血流
人の流れ、信頼、 
文化の循環を 
再生する

プロセスの共創
まちが公共の場としての 
役割を果たし、持続的に 
にぎわいを生み出す 
仕組みを支える

マエップ

循環構造
関係が 
編まれる

SPO

事業が立ち上がる

CSV

価値が生まれる

SPO

共感が生まれる

SPO 
CSV

知・関係・資源 
として還元

CSV
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政策・都市計画・規制・インフラ整備   
専門家／行政職員／技術者

【制度・行政】

MAEP＝ 縁 側（ENGAWA）       

日常の生活圏・営み・実感・文化  
市民／住民／地元企業／若者

【生活・市民】

〈制度の境界〉

〈暮らしの境界〉

市民・民間・学生・企業・生活者が自由に出入りし、アイデア・対話・学び・試行が生まれる半公共の空間

社会OSとしての意義
SPOは“関係のインフラ”。

社
会
を
発
酵
さ
せ
る
静
か
な
装
置
。 

CSV
の
成
功
確
率
を 

劇
的
に
上
げ
る“

土
壌”

と
な
る
。
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SPOで育った関係性を、 
経済価値として現実に変換するエンジン。

企業OSとしての意義

CSVは“価値の実装装置”。
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関係性（SPO）と価値創造（CSV）が 
連鎖しながら増幅する「共鳴循環モデル」

SPO × CSV = Resonant Value Loop

統合ビジョン
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ENGAWA力で時代の航海図を描き出す。

社会は、関係性で動く。
企業は、価値で動く。
未来は、その両方で動く。

CLOSING
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